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平成２５年度第１回代議員会報告

平成２５年６月１１日（火）、県立図書館３階研修室において、

各団体の代議員出席のもと、群馬県図書館協会の第１回代議員会が

開催されました。

はじめに、入沢会長（群馬県立図書館長）の挨拶があり、引き続

き議事に入りました。

議題

１ 群馬県図書館協会関係

（1）平成24年度群馬県図書館協会事業報告について

（2）平成24年度群馬県図書館協会決算について

（3）平成24年度群馬県図書館協会会計監査報告について

（4）平成25年度群馬県図書館協会事業計画（案）について

（5）平成25年度群馬県図書館協会予算（案）について

２ 群馬県読書推進運動協議会関係

（1）平成24年度群馬県読書推進運動協議会事業報告について

（2）平成24年度群馬県読書推進運動協議会決算報告について

（3）平成24年度会計監査報告について

（4）平成25年度群馬県読書推進運動協議会事業計画(案)について

（5）平成25年度群馬県読書推進運動協議会予算(案)について

３ 監事の指名について

高崎経済大学附属図書館 内田 睦氏

４ 第１１回群馬県図書館大会について

事務局から提出され承認されました。
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第 １ １ 回 群 馬 県 図 書 館 大 会 報 告

未 来 に つ な げ る 図 書 館 ～ こ れ か ら の 図 書 館 の 方 向 性 を 考 え る ～

日 時 ： 平 成 ２ ５ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 木 ） １ ０ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ３ ０
場 所 ： 玉 村 町 文 化 セ ン タ ー
日 程 、 内 容 ：
１ 式 典 （ １ ０ ： ０ ０ ～ １ ０ ： ３ ０ ）（ 玉 村 町 文 化 セ ン タ ー 大 ホ ー ル ）

（ １ ） 主 催 者 挨 拶 群 馬 県 図 書 館 協 会 長
入 沢 正 光 （ 群 馬 県 立 図 書 館 長 ）

（ ２ ） 来 賓 祝 辞 群 馬 県 教 育 委 員 会 教 育 長 （ 代 理 ）
森 田 勝 也 （ 群 馬 県 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課 長 ）

（ ３ ） 開 催 地 代 表 挨 拶 玉 村 町 長 （ 代 理 ）
片 山 壹 晴 （ 玉 村 町 文 化 セ ン タ ー 長 ）

（ ４ ） 後 援 ・ 加 盟 団 体 紹 介 〔 略 〕
（ ５ ） 表 彰 式

① 優 良 図 書 館 群 馬 県 教 育 委 員 会 表 彰 大 泉 町 立 図 書 館
② 群 馬 県 読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア 顕 彰

・ お ひ さ ま ク ラ ブ （前橋市）
・ 読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア に じ の 会 （高崎市）
・ 島 っ 子 の 会 （伊勢崎市市）
・ 館 林 市 立 第 十 小 学 校 読 み 聞 か せ 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア （館林市）
・ オ リ ー ブ （邑楽町）

③ 優 良 読 書 グ ル ー プ 表 彰 伝 達 前 橋 あ す な ろ 読 書 会 （ 前 橋 市 ）
④ 全 国 公 共 図 書 館 協 議 会 表 彰 伝 達 関 口 裕 子 （ 群 馬 県 立 図 書 館 ）

２ 記 念 講 演 （ １ ０ ： ３ ０ ～ １ ２ ： ０ ０ : 大 ホ ー ル ・ 参 加 者 ３ ２ ９ 名 ）
演 題 ：「 本 に 恋 し て 」
講 師 ： 横 山 秀 夫 氏 （ 作 家 ）
概 要 ： 会 場 を 玉 村 町 文 化 セ ン タ ー 大 ホ ー ル
に 移 し 、 ３ ２ ９ 名 の 方 々 が 参 加 す る 記 念 講
演 会 と な っ た 。 毎 日 学 校 図 書 館 に 通 い 『 図

、

書 冠 王 』 と 呼 ば れ た 少 年 期 の 思 い 出 。 物 語
、 、 、

こ そ が 事 実 を 積 み 上 げ た 真 実 よ り も 、 人 間
の 心 に き ち ん と 居 座 り 、 届 く の で は な い か
と 思 う よ う に な っ た １ ２ 年 間 の 新 聞 記 者 時
代 。 そ し て 、 会 社 を 辞 め 一 個 人 と し て 過 ご
す こ と で 、「 組 織 体 の 功 罪 を 描 く 小 説 を 書
く こ と が で き た 」 と い う デ ビ ュ ー 秘 話 。「 ど
ん な 仕 事 で も と こ と ん 突 き 詰 め な い と 本 当
の 仕 事 に は な ら な い 」 と い う 作 家 活 動 に つ い て 。 図 書 館 全 体 で 何 か し よ う
と 考 え る よ り も 「 司 書 の ス タ ー 性 を 確 立 す る こ と 」 が 最 も 大 切 だ と 述 べ ら
れ た 図 書 館 の 在 り 方 な ど を 、ユ ー モ ア を 交 え 、終 始 和 や か な 雰 囲 気 の 中 で 、
お 話 し し て い た だ い た 。 講 演 会 に 参 加 さ れ た 方 々 か ら は 、「 と て も 分 か り
や す く 楽 し く 聞 く こ と が で き た 。 充 実 し た 時 間 だ っ た 」「 作 家 と い う 立 場
か ら 図 書 館 に 対 す る 声 を 直 接 聞 く こ と が で き て 良 か っ た 。」「 質 問 に も 気
軽 に 答 え て く れ 、 気 さ く な 人 柄 に 感 心 し た 。」 等 の 好 意 的 な 感 想 が 多 く 出
さ れ た す ば ら し い 記 念 講 演 会 で あ っ た 。



- 3 -

３ テ ー マ 別 分 科 会 （ １ ３ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ３ ０ ）

（ １ ） 第 １ 分 科 会 （ 大 ホ ー ル ・ 参 加 者 ４ ８ 名 ）
「 電 子 書 籍 ・ デ ジ タ ル ラ イ ブ ラ リ ー の 現 状 と こ れ か ら 」

・ 群 馬 県 立 図 書 館 地 域 企 画 係 長 の 橋 爪 文 夫 氏 か ら 「 群 馬 県 立 図 書 館 デ ジ タ ル ラ イ

ブ ラ リ ー の 立 ち 上 げ に つ い て 」 の 事 例 報 告 を 、 高 根

沢 町 図 書 館 長 の 矢 野 誠 一 氏 か ら 「 電 子 書 籍 と 図 書 館

の 取 り 組 み ～ 高 根 沢 町 図 書 館 の 導 入 事 例 ～ 」 の 事

例 報 告 を 、 千代田区立千代田図書館 サービス部 サ ー

ビ ス 管 理 チ ー ム リ ー ダ ー の 中 田 宏 氏 か ら 「 電 子 書 籍

サ ー ビ ス 導 入 か ら 現 在 ま で の 取 り 組 み に つ い て 」 の

事 例 報 告 を し て い た だ い た 。 ま た 、 分 科 会 検 討 委 員

か ら は 「 明 和 町 立 図 書 館 の 電 子 書 籍 を 見 学 し て 」 の

報 告 が あ り 、 そ の 後 、 フ ロ ア ト ー ク を 行 っ た 。 参 加

者 か ら は 、「 電 子 書 籍 の 貸 出 サ ー ビ ス に つ い て 、 利

用 者 等 に 関 す る 具 体 的 な 説 明 が あ り 、 大 変 分 か り や

す く 参 考 に な っ た 」 と い う 声 が 多 か っ た 。

（ ２ ） 第 ２ 分 科 会 （ 小 ホ ー ル ・ 参 加 者 ４ ０ 名 ）
「 児 童 ・ 青 少 年 に 向 け た 新 た な 情 報 発 信

～ ホ ー ム ペ ー ジ ・ ツ イ ッ タ ー ・ フ ェ イ ス ブ ッ ク ・ ブ ク ロ グ ～ 」

・ ま ず 、 国際子ども図書館児童サービス課 企 画 推 進 係 長 の 橋 詰 秋 子 氏 か ら 「 公 共

図 書 館 員 の た め の 『 イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 使 え る 国 際 子 ど も 図 書 館 』」 の 講 義 を 頂

き 、 東 京 都 立 中 央 図 書 館 企 画 経 営 担 当 係 長 の 曽 根 綾

氏 か ら 「 東京都立図書館における Twitter/Facebookの 取

り 組 み に つ い て 」 の 事 例 報 告 を 、 群馬大学総合情報メ

ディアセンタ ー 中 央 図 書 館 学 術 情 報 管 理 係 の 柘 植 久

美 子 氏 か ら 「 学 生 へ の 情 報 提 供 サ ー ビ ス の 一 環 と し

て － Twi t t e rと ブ ク ロ グ － 」 の 事 例 報 告 を し て い た

だ い た 。 そ の 後 、 補 足 説 明 ・ 質 疑 応 答 を 行 っ た 。

参 加 者 か ら は 、「 こ れ か ら ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア を 活

用 し た 積 極 的 な 情 報 発 信 を し て い き た い 」「 今 後 の

業 務 に 生 か し て い き た い 」 と い う 声 が 聞 か れ た 。

（ ３ ） 第 ３ 分 科 会 （ 視 聴 覚 室 ・ 参 加 者 ・ ５ ２ 名 ）
「 利 用 者 の 潜 在 的 要 求 を 刺 激 す る 」

・ 高 崎 市 立 吉 井 中 央 中 学 校 学 校 図 書 館 指 導 員 の 小 柳

聡 美 氏 か ら 「 魅 力 あ る 案 内 に よ る 日 常 と し て の 読 書

推 進 ～ そ の 子 の た め の １ 冊 を さ が す 旅 ～ 」 の 事 例 報

告 を 群 馬 県 立 渋 川 高 等 学 校 司 書 専 門 員 の 宮 﨑 好 久 氏

か ら 「 高 教 研 図 書 館 部 会 司 書 研 修 会 [利 用 者 教 育 分

科 会 ]の 取 り 組 み 」 の 事 例 報 告 を 、 群 馬 県 立 富 岡 高

等 学 校 司 書 専 門 員 の 柏 木 彰 子 氏 か ら 「 文 化 祭 に お け

る ビ ブ リ オ バ ト ル の 実 践 」 の 事 例 報 告 を 、 群馬大学

総合情報メディアセン

ター理工学図書館理工学情 報 係 長 の 多 胡 和 泉 氏 か ら

「 利 用 者 が 望 む 施 設 を 創 る － 理 工 学 図 書 館 改 修 に

あ た っ て － 」 の 事 例 報 告 を し て い た だ い た 。 質 疑

応 答 の 後 、 参 加 者 を ８ つ の グ ル ー プ に 分 け 、 グ ル

ー プ 討 議 （ 意 見 ・ 情 報 交 換 会 ）、 グ ル ー プ 討 議 発

表 を 行 い 、 講 師 ま と め を 行 っ た 。 参 加 者 の ア ン

ケ ー ト に は 、「 大 変 参 考 に な っ た 」「 運 営 が ス ム ー

ズ だ っ た 」「 帰 っ て か ら 職 場 で も 話 し 合 い た い 」

等 好 意 的 な 意 見 が 多 く 寄 せ ら れ た 。
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平成２５年度図書館（室）職員初級研修

日 時：平成２５年５月２１日(火）１０時００分～１６時００分

場 所：群馬県立図書館 ３階 研修室

参加者: ６５名

講 義：「ようこそ図書館へ」

元笠懸図書館長 青木 貴美子 氏

「こどもたちへのサービス」

元藤岡市立図書館 緑埜 智惠子 氏

「県立図書館の課題解決型サービスについて」

１ 県立図書館 市村 晃一郎 氏

「レファレンスはじめの一歩」

富岡市立図書館 永井 宝 氏

≪概 要≫

図書館、図書室に新たに採用、異動になった職員（臨時職員を含む）を対象に図書館で直面する様々

な問題点や、図書館が抱えている課題、現状などを、県内の図書館員が分かりやすく解説した。

アンケートを実施し６０名から回答があり、研修は参考になった（６０人）、全体の時間はちょうどい

い（５０人）。また、それぞれの講義に関しても「参考になった」と回答している。

≪参加者の意見・感想≫

・「ようこそ図書館へ」では、図書館員の心構えや利用者への対応、用語集など、初めて図書館に勤務

する立場としてとても参考になった。

・図書館職員としての知識（知識のつけかた）、心構え、これからの図書館がやらなければならない事等、

幅広く学べた有意義な講義でした。

・実体験に基づく講義であるため、内容が具体的でわかりやすかった。

・レファレンスについて、具体的な話がもう少し聞きたい。図書館外でも自分で情報収集も必要なこと

などの情報、多方面からレファレンスの方法はありがたかった。

・どの講義も大変参考になった。講師の方が時間を気にしながら話される場面があったので、講義の時

間がもう少しあってもよいと思った。

≪今後の研修希望≫

・図書館のあり方が考えなおされる中、より多くの職員が新しい発想を生み出していくための研修。

・初級者からベテランを交えた座談会形式で個々の図書館の問題解決に活かせるような研修を受けたい。

・相互貸借などの便利なサービスの利用方法など具体的に教えてほしい。

・初任者研修に参加した人同士が交流できる時間があると今後の連携に役立つと思う。

≪研修の担当者から≫

1日で図書館のすべてのことを学ぶのは、大変なことだと思うのだが、参加された方たちが真剣な眼差

しで講師の話に耳を傾け、メモを取り多くの情報を手に入れようとしていたことが印象に残った。この

研修を通し、地域住民のために役に立つ施設づくりを進めてもらえたら幸いである。
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平成２５年度第１回図書館（室）職員実務研修

日 時：平成２５年１１月８日（金） １０時００分～１６時００分

場 所：群馬県立図書館 ３階 研修室

参加者：５１名（講義①４８名、講義②３８名）

講 義：講義①「公共図書館の学校支援」 堀川 照代 氏（青山学院女子短期大学教授）

講義②「図書館における児童サービス」 秋吉 順子 氏（元・調布市立図書館司書）

≪概 要≫

講義①「公共図書館の学校支援」

講師：堀川 照代 氏（青山学院女子短期大学教授）

学校現場において変化する「学び」に対応するための公共

図書館の学校及び学校図書館支援について講義が行われた。

新しい指導要領が実施され、学校支援や児童サービスの分野

においても、新しい時代に応じた図書館サービスが求められ

ている今、それらの要求に応えるために、図書館員としてど

のような対応をとるべきか、海外の例や先進的な実践例を紹

介していただきながら、公共図書館による様々な学校支援の

方法についてお話しいただいた。

≪参加者の意見等≫

「公共図書館員としてまだまだできることをしなくてはならないことが多いと実感した」など子供た

ちの力をはぐくむための先進的な支援の方法について、 熱心に聞き入り、公共図書館の学校支援の方法

を確認できたという感想も寄せられた。一方で、「学校図書館の現状がよく把握できていないので、どう

取り組んで良いのか分からない」「地域とのつながりは大切だけれども一歩進むためには壁があるのでは

ないか」のような公共図書館の学校連携に対する課題も指摘された。

≪概 要≫

講義②「図書館における児童サービス」

講師：秋吉 順子 氏（元・調布市立図書館司書）

子どもの本を選ぶ、子どもに本を届ける、レファレンスの実

態などについて、レファレンスの課題に取り組みながら、図書

館における児童サービスのスキルの向上のための研修を行っ

た。講座前半では、図書館における児童サービス全般について、

実例をもとに講義を行った。講座後半では、提出された課題に

ついて一つ一つ丁寧にコメントしていただきながら、適切な児

童サービスについてお話しいただいた。

≪参加者の意見等≫

「具体的な内容の講義だったので、すぐに応用できそうなことがたくさんうかがえた」「明日からの課

題が見つかった気がします。早速、本棚の整理工夫をします」「絵本の書架整理が楽しくなりそうです」

など、分かりやすいお話で大変参考になったというう意見が多数寄せられた。
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平成２５年度第２回図書館（室）実務研修

日 時：平成２５年１２月１３日（金） １０時００分～１６時００分

場 所：群馬県立図書館 ３階 研修室

参加者：６６名（講義③５１名、講義④６０名）

講 義：講義③「障害者理解と図書館サービス －発達障害者の理解－」

稲岡 隆之 氏（県発達障害者支援センター次長）

講義④「レファレンス・サービスの調べ方と展開」

高田 高史 氏（神奈川県立川崎図書館科学情報課主査）

≪概要≫

講義③「障害者理解と図書館サービス －発達障害者の理解－」

講師：稲岡 隆之 氏（県発達障害者支援センター次長）

ＡＤＨＤ（注意欠如・多動性障害）や自閉症スペクトラム障

害など発達障害に対する正しい知識を知ることで発達障害者に

対する適切な支援ができるよう講義を行った。また、図書館職

員からあらかじめ出された発達障害者への図書館サービスにつ

いての質問にお答えいただき、障害者サービスの課題を共有で

きたとともに、適切な対応についても知ることができた。

≪参加者の意見等≫

「障害を持つ方への理解を深められれば、良い対応ができると思いました」「本人や家族だけでなく、

彼らの生活圏で彼らを受け入れる様々な立場の人の理解が大切だと思います」「『普通』ということにと

らわれすぎて想像もつかない心の世界を持った方の存在に全く気が付きませんでした」など障害者を理

解するための参考になったという意見が寄せられた。

≪概 要≫

講義④「レファレンス・サービスの調べ方と展開」

講師：高田 高史（神奈川県立川崎図書館科学情報課主査）

インターネットによる検索が容易になった現在、これからの図

書館員に求められるインターネット時代のレファレンスサービス

について、レファレンスの事例を交えながらの分かりやすい説明

であった。また、「社史」の活用や図書館でのイベントの催し方も

話していただいた。

≪参加者の意見等≫

「『使われれば使われるほど資料の価値は上がる』などハッとす

る言葉がたくさんあり、心に残りました」「レファレンス時の視点

が変わった」「いかにして多くの人に本を手に取ってもらえるか、アイディアをたくさん教えていただけ

た」など図書館員ならではの調べ方のテクニックを再確認するとともに、調べるためのコツが理解でき

たという意見が多数寄せられた。
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平成２５年度第３回図書館（室）実務研修

日 時：平成２６年 １月１７日（金） １０時００分～１６時００分

場 所：高崎市立中央図書館 ３階 第４会議室

参加者：６１名（講義⑤４１名、講義⑥５０名、講義と図書館見学４９名）

講 義：講義⑤「図書館における危機管理入門」

手嶋 孝典 氏（元・町田市立中央図書館長）

講義⑥「これからの図書館と電子書籍」

小川 健 氏（富士通株式会社ソリューション推進部）

講義と図書館見学「県内の図書館を知ろう！ 第２回 高崎市立中央図書館」

横手 卓敏 氏（高崎市立中央図書館長）

≪概 要≫

講義⑤「図書館における危機管理入門」

講師：手嶋 孝典（元・町田市立中央図書館長）

講義前半は、長年館長を務めてきた経験から迷惑行為や災害

など危機管理に対する基本的なスタンスについてお話ししてい

ただいた。講義後半、参加者がグループに分かれてお互いに意

見交流を行うことで、図書館における危機管理の基本的なスタ

ンスについて共通認識した。

≪参加者の意見等≫

「困る事例が発生したときに、この研修内容を参考にしたい」

など、危機管理について見識が広がったと好評であった。

≪概 要≫

講義⑥「これからの図書館と電子書籍」

講師：小川 健（富士通株式会社ソリューション推進部）

クラウドや電子書籍、次世代OPACなどについて、初心者向けに分

かりやすく講義していただいた。

≪参加者の意見等≫

公立図書館と電子書籍の今後を考えていくことは、関心が高く、

参考になったという意見が多かった。

≪概 要≫

講義と図書館見学 「県内の図書館を知ろう！第２回 高崎市立中央図書館」

講師：横手 卓敏（高崎市立中央図書館長）

リニューアルされたばかりで、ICタグなど最新式のシステムを導

入している高崎市立中央図書館についての説明と施設見学が行われ

た。参加者は３班に分かれて職員の方に引率していただき、館内の

配架の状況や予約本の受取自動化などを見学した。
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平成２５年度第１回図書館（室）職員専門研修
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催）

テーマ：「電子コンテンツの動向」

日 時：平成２５年９月１２日（木）１３時３０分～１６時３０分

場 所：群馬大学理工学図書館 多目的ホール

参加者：４１名（大学図書館１７名、公立図書館１３名、高校図書館１１名）

講 演：「電子コンテンツの動向 本と図書館の未来を考える」

専修大学文学部人文・ジャーナリズム学科 教授 植村 八潮 氏

≪概要≫

2010年の電子書籍ブーム以来、「電子書籍」という言葉が一般化して、今では特別の注釈なく用いられ

ている。市場創出や利便性の向上という点からも新たな世界に期待が高まっている。では、長い間、印

刷書籍が果たしてきた役割は、電子に置き換わっていくのだろうか。学術情報流通に加え、教科書など

教育における役割はどうなっていくのか。環境変化の中で図書館に期待される役割とは何か。電子コン

テンツの中でも電子書籍を中心に、本と図書館の未来について考える内容であった。

（会場・理工学図書館） （末松大学図書館協議会長） （植村講師）

（講義風景）

≪参加者の意見等≫

「参考になった」「専門的な分野の話を聞けてよかった」との感想が多く概ね好評であったが、中には

「難しかった」「勉強不足を感じた」など、やや高度な内容と感じた受講者もいたようである。講師につ

いては、「身近な話題と重ねて話され、わかりやすかった」「話し方を含めて面白く聞けた」との好意的

な意見が多く寄せられた。内容としては、「それぞれの国における背景などを知ることによって、電子コ

ンテンツをめぐる動向を興味深く面白いと感じることができた」「ペーパーメディアではなくなるが文字

は残る、というのは大変印象的だった」との感想があり、電子コンテンツに対して新しい視点を得た受

講者もいたようである。講演終了後には理工学図書館の見学が行なわれ、ラーニングコモンズや改修後

の利用状況について多くの質問が寄せられた。
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平成２５年度第２回図書館（室）職員専門研修
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催）

テーマ：「ラーニングコモンズの利用事例」

日 時：平成２６年３月１４日（金）１３時３０分～１６時３０分

場 所：高崎経済大学図書館ホール

参加者：２３名（大学図書館２１名、公立図書館１名、高校図書館１名）

講 演：「ラーニングコモンズの利用事例」

共愛学園前橋国際大学図書館長 教授 後藤 さゆり 氏

≪概要≫

近年、ラーニングコモンズという学習環境への関心が高まっている。そこで、共愛学園前橋国際大学

の「KYOAI COMMONS」の実践を事例として、ラーニングコモンズ設置の課題について議論を深めた。背景

には、高等教育における学びの質的転換がある。学生の能動的な学習およびそれを取り込んだ授業であ

るアクティブラーニングを支援するラーニングコモンズが有効に活用されるためには、大学のカリキュ

ラムとの連携が不可欠である。また、ラーニングコモンズでは従来の図書館機能を超えたサービスの提

供を必要とするため、整備するためには人的サービスも含めたシステムを整備することが大きな課題で

ある。

（会場・高崎経済大学図書館） （後藤講師） （末松大学図書館協議会長）

（講義風景） （質疑応答）

≪参加者の意見等≫

「（ラーニングコモンズを）導入する際の参考になった」「実践例が伺えてよかった」「県内の大学の事

例なので刺激になった」との感想が多く、たいへん好評だった。ラーニングコモンズの整備については、

「大学全体でとりくみ、考える事だと感じた」「大学全体の協力が必要」との感想が多く、図書館だけに

とどまらず、大学関係者に広く聴いていただくべき講演であったと感じた。また、「KYOAI COMMONS」が

先進的な事例であったためか、「自分の大学では（ラーニングコモンズの導入は）難しそう」との感想を

寄せた受講者が数名あった。「入れ物や場の提供だけでは、ラーニングコモンズがアクティブラーニング

につながらないということがよくわかった」というのが、今回の講演会を象徴する感想だったと思う。

講演終了後には高崎経済大学図書館の見学が行なわれた。
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平成２５年度群馬県公共図書館協議会

（市町村立図書館・公民館図書室運営研究部会）

日 時：平成２６年３月６日(木)

会 場：群馬県立図書館 ３階 ホール

参加者：１８人

講 演：「図書館友の会全国連絡会の活動から見えてきたこと」

図書館友の会全国連絡会 代表 福富 洋一郎 氏

≪概要≫

講師が代表を務める図書館友の会全国連絡会（図友連―とともれん）とは、個人・グル

ープが交流し、知恵を出し合い、支えあって理想とする図書館づくりを進めていくための

ネットワークである。図書館とは、すべての人々に、本を読む楽しみ、知る喜びを豊かに

与えてくれ、知る自由、学ぶ権利を保障し、暮らしの中で感じた疑問や仕事や学習などの

情報を提供し、生きる力を支えてくれる拠り所であるという理念のもとに、その大切な

図書館に心を寄せ、守り育てていこうとしている図友連の市民やグループが、全国各地至

る所にたくさん生まれ、活動している。

今、大きな話題となっている公共図書館の問題は、①佐賀県武雄市図書館問題 ②指定

管理者制度の弊害の問題 ③「アンネの日記」「はだしのゲン」の問題と三つあるが、特

に武雄市については、昨年４月に指定者管理制度を導入するとともに大幅なリニューアル

を行い、マスコミでも話題になったことは記憶に新しい。

特に問題視されているのは、武雄市図書館が「公立図書館」ではなく、「書店カフェ図

書館（読書アミューズメント施設、公式民営ブックカフェ）」であるという真実である。

図書館を取り巻く市民運動も活発化していることより、今後の図書館運営に関し注意を払

いたいと思う。

今後の公立図書館の望ましい姿としては、２０１１年５月２３日採択の「私たちの図書

館宣言」の７項目に基づき、情報開示と市民参加を更に推し進め、読者であり利用者であ

り主権者としての市民とともに、理想の図書館を目指して活動を続けて行くことであると

考える。
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平成２５年度群馬県公共図書館協議会

（地域資料・レファレンス研究部会）

日 時：平成２５年１２月１９日（木）１３：００～１６：００

会 場：群馬県立図書館 ３階 研修室

参加者：６３名

講 演：「レファレンスの基礎から中級へ ～すぐに使えるレファレンスの実践～」

星野 盾 氏（日本図書館協会 認定司書）

≪概要≫

沼田市立図書館に長い間勤務した経験を持ち、日本図書館協会の認定司書でもある星野盾氏を講師に

迎え、一歩踏み込んだレファレンス研修を行った。

すぐにでも使える情報サービスでのスキルや情報検索のコツや情報サービスの心得、スキルアップの

方法を自らの経験を盛り込みながらお話しいただいた。

情報検索では、図書館システムの検索に加え、インターネットの検索の時に気をつける点も教えてい

ただき、とても参考になった。また、情報サービスにおけるポイントとして、ツール利用の重要性やブ

ラウジングのコツ、外部協力の必要性を挙げていただいた。

自館の資料だけで解決できない場合は、どんなに難しいレファレンスであってもあきらめず、専門機

関や他の図書館の協力を仰ぐことも必要だということを学んだ。

最後に、レファレンスで重要なこととしてチームで対応するという点をお話いただいた。各図書館の

職員がチームとしてレファレンスに対応することが重要であり、そのためにもそれぞれの図書館の職

員が個々にスキルアップする必要があるということを感じた。

研修テーマにあるように、どれを取ってもすぐにでも使えるような内容であり、アンケート結果から

見ても満足度の高い研修となったと思う。

内容の濃い研修だったこともあり、時間が足りなかったという部分は反省点として今後に生かしてい

きたい。
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平成２５年度群馬県公共図書館協議会（児童・青少年サービス研究部会）

日 時：平成２６年３月１１日（火）

会 場：群馬県立図書館 ３階 ホール

参加者：１９名

講 演：「児童サービスの実際・・・物語を選ぶ」

浦安市立中央図書館 資料第一係長 司書 伊藤 明美 氏

＊当初２月１９日（水）に高崎市立図書館で予定をしていたが、１４日～１５日の大雪の影響により

３月１１日に延期した。

≪概要≫

講師の伊藤さんからは、浦安市立図書館の児童サービスについて、選書の方法、古典児童文学の再評価

等の児童サービスを考える上での基礎をお話しいただいた。

浦安市立図書館の児童サービスについては、「図書館の中で子どもが借りに来るのを待っているのでは

なくてこちらから出向いて子どもたちに楽しい本の時間を共有して図書館に興味を持ってもらえること

を目的としている」や「児童に関わる図書館員に一番大切なのがフロアワーク」など基本的な事柄だが、

県内の児童サービスでは見られない考え方や実践例を紹介してもらった。

絵本についても、スタンダードなものを大切にし選書をして行くことや、『宝島』を読みどのような印

象を持ったかなど、ワークショップも取り入れた充実した研修となった。

≪参加者の意見等≫

・フロアワークの重要性については耳の痛い話でした。どうしたら自分の館に活かせるのか考えさせられ

ました。宝島についてもとても良く読みこまれていて、かつ時代背景まで熟知されていて、それらの点を

学ぶべきだと思いました。

・今までは事務的に子どもに本を勧めていましたが、今回の研修会に参加し、子ども一人一人のためには

どのような本を選んだらいいのか図書館員としてとても参考になりました。

・なかなか、触れることのない古典に触れられたのが良かった。

≪研修の担当者から≫

大雪での延期の影響や開催時期が年度末になってし

まったためか、参加者は多いとは言えなかった。これは、

今後の反省点として検討していきたい。今回の研修に関

しては、密度の濃い研修を実施することができた。児童

サービスには様々なアプローチの仕方があり、先進的な

図書館の事例をいくつも角度を変えてこの研究部会で

紹介するよう、部会員で協議していきたい。

絵本の選書法や、絵本と子どもとの

エピソードを語る伊藤さん。
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平成２５年度群馬県高等学校教育研究会図書館部会

１ 総会及び講演会 平成２５年５月１日（水） 県総合教育センター

諸報告、計画案、

司書研修会分散会報告

講演会 講師：足立幸子氏（新潟大学教育学部准教授）

演題：｢中学生・高校生の読書の実態と学校における読書推進｣

２ 司書研修会

〈第１回〉平成２５年７月１日（月） 県総合教育センター

分科会研修（９分科会に分かれて研修を行う）

群馬県高等学校図書館の歴史

ＣＡＳＡ１１０番

「読書週間」活用法

授業に活かす学校図書館～司書からのアプローチ～

著作権Ｑ＆Ａ

利用者教育

分類

群馬県高等学校図書館チェックリスト

初心者研修

〈第２回〉平成２５年１０月２１日（月） 県総合教育センター

（１）分科会研修

①～⑨ 第１回と同様の内容にて実施。

（２）分散会研修

①「ディスプレイ・展示・ＰＯＰの実例について」

講師：蛭川幸則氏（株式会社煥乎堂 群馬町店店長・店売部課長）

②「伝統的な図書委員会活動」

講師：中山淳子氏（埼玉県立浦和西高等学校司書）

③「魅力ある雑誌や誌面づくりの方法論・技術論」

講師：生形勝喜氏（パリッシュ出版株式会社『月刊パリッシュ』編集長）

３ 冬季研究大会並びに講演会 平成２６年２月６日（木） 共愛学園前橋国際大学

（１）読書感想文、感想画表彰式及び講評

（２）司書研修会分科会報告、平成２６・２７年度司書研修委員委嘱

（３）講演会

講師：熊倉浩靖氏（群馬県立女子大学教授・群馬学センター副センター長）

演題：「群馬を読む―歴史の謎を中心に」

（４）研究協議分散会

①「図書委員会活動の報告―放課後読書倶楽部（自称）について―」

報告者：諸星直美氏（群馬県立太田女子高等学校司書専門員）

②「高高の先を読むＣＳＳ読書活動」

報告者：渡辺正一氏（群馬県立高崎高等学校教諭）

③「『生徒にすすめたい本』ブックトーク～安中・富岡・甘楽地区職員研修の継続的な取り組み～」

報告者：柏木彰子氏（群馬県立富岡高等学校司書専門員）
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平成２５年度群馬県小中学校教育研究会学校図書館部会

１ 総会並びに幹事会 平成２５年５月３０日（木）玉村町文化センター

２ 研究員会

【第１回】 平成２５年６月２５日（火）玉村町文化センター

○テーマの決定：小学校「学校図書館の活用と読書活動の充実を目指して」

中学校「学校図書館の利用指導の工夫」

【第２回】 平成２６年１月１５日（水）玉村町文化センター

○研究実践集録の作成並びに情報交換

３ 第３２回関東地区学校図書館研究大会（宇都宮大会）

平成２５年８月１日（水），２日（木） 栃木県教育会館 他

・大会主題「主体的な読書活動を支え、生きる力をはぐくむ学校図書館の創造」

～学校図書館の機能の充実と主体的・意欲的な活動の推進～

（発表者）

「魅力ある案内による日常としての読書推進～その子のための１冊をさがす旅～」

高崎市立吉井中央中学校 教諭 松本 拓也

「児童の意欲を大事にした自主的な活動の工夫～図書委員会活動の場を支援して～」

館林市立美園小学校 教諭 大西麻梨子

「学校図書館運営における従事職員との連携」

前橋市立桃木小学校 教諭 田貝 実佳

４ 群馬県学校図書館研究協議会（東毛大会）

平成２５年８月２０日（火） 館林市文化会館小ホール

・研究主題「読書に親しみ積極的に図書館を利用する児童生徒の育成」

提案１「楽しい読書活動のために～図書館経営と図書委員会活動を通して～」

館林市立美園小学校 教諭 大西麻梨子

館林市立美園小学校 図書事務 大森 和子

提案２「生徒が利用しやすい図書館づくり」

館林市立第二中学校 図書事務 大久保育代

記念講演 「おはなしコンサート」

講師 朗読：島田えり子 様 ピアノ：崎山 淳子 様

バイオリン：渡辺 僚子 様 歌：田中由美子 様

５ 第５９回青少年読書感想文全国コンクール群馬県審査会

第１回 平成２５年１０月２３日（水） 玉村町文化センター

第２回 平成２５年１１月 ６日（水） 玉村町文化センター

※小学校（低・中・高）、中学校の各部より各３点、計１２点を県代表作品と

して「全国コンクール」へ出品

※〈中学校 自由読書〉の部で、大泉町立南中学校 尾形 詩音 さんが

「サントリー奨励賞」を受賞

６ 第２５回読書感想画中央コンクール群馬県審査会

平成２６年１月１６日（木） 玉村町文化センター

※小学校（低・高）、中学校の各部より各４点、計１２点を県代表作品と

して「中央コンクール」へ出品

※〈中学校 指定読書〉の部で、渋川市立渋川北中学校 増田 琴瀬 さんが

「優秀賞」を受賞

７ 部会誌「学校図書館５４号」

平成２６年３月２０日発行
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平成２５年度 読書感想画最優秀作品

小学校低学年

【自由読書の部】 【指定図書の部】

小学校高学年

【自由読書の部】 【指定図書の部】

中学校

【自由読書の部】 【指定図書の部】
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